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〈シ ン ポジ ウム　教員養成と教育思想史　報告論文〉

イ ギ リス 教員養成の 歴史か ら何を学ぶ か

　　　　一 教職の 複雑 さ と進歩主義教育の 時代

Le∬ ons 　from　Brit　ish」ElistoiJifor　Teacher　Trainin9　a〃d　the　PnofessionalS〜

　　　　　 ’ Complexめ」 and 　the　Progre∬ ive　Educat如 n 　Era

山崎洋子 （Yoko 　Yamasaki）

　本稿 の H的は 、18世紀末から 20世紀末まで に 展開 され た イギ リス の 進歩的 な 教

育思想 と教師像の 変遷 過程 に内在する教育思 想史的意味を析出 し、日本 の 教員養成

改革へ の 教訓 を得 る こ と に ある。一
般庶民 の 学校 の 教 員養成 は、ヴ ィ ク トリ ア 時代

に宗派 別養成 か ら国家 レベ ル のそ れ へ と移行 し、その 思想 は基礎学校教員 と中等学

校 の 女性教員に の み 向け られ た。19世 紀末の 社 会 改 革運 動 と連 携 して 生 起 した新

教育 や そ の 後 の 進歩主義教育 は、子 ど も理解 とそれを踏まえた カ リキ ュ ラ ム 編成の

能力 に よ っ て 、教師の 自律性 と専 門性 を見 出 して い っ た。こ の 教 師 の 専 門性 は、政

治 が 学校教 育 に 過 度に 介入す る こ とを 抑制 し、国家組織、地 方教 育 当 局、学 校 が

パ
ー

トナ
ー

シ ッ プ と責任をもつ と い う思 想 を もた ら した 。 だ が 、進 歩主 義教育が拡

大 し普及す る につ れ て教 職 の 営み は 複 雑化 し、教 育思 想 は 革新 と保守双方 に お い て

両義的 に 展開 さ れ る に 至 っ た。し た が っ て 、イ ギ リス の 教 員 養 成の 歴 史事象 か ら

は、ポ リテ ィ ク ス に ア プロ ーチ し、それを見極める能力を教員 に育成す る必要が あ

る とい う教訓を得 る こ とが で きる 。

は じめ に

　文部科 学省 中央教 育審議会は、2012 年 8

月、答 申 『教職生 活の 全体を通 じた教員の 資

質能力の 総合的 な向上方策 に つ い て 』
ω

を 出

した 。 そ してそ の なか で 「教育委員会 と大学

との 連携 ・協働に よ り、 教職生 活全体 を通 じ

て学び続ける 教員 を継続的に 支援す るた め の

一
体的な改革」 を求め 、 その 上 で 、 「こ れ か

らの 教員 に求め られ る資質能力」を （i）教

職に対す る責任感、探究力、教職生活全体を

通 じ て 自主的 に学び続ける力、（ii）専門 職

と して の 高度な知識 ・技能 ・教科や教職に関

する高度な専門 的知識 、 （iii）総合的 な人間

力、の 3 点に要約 した 。 こ の 答 申の ス タ ン ス

は、1960年代か ら 70年代の イギ リ ス の 教員

養成論や現職教育論と酷似して い る よ うにみ

える 。

　本稿で は、産業化 を最 も早 く成 し遂 げた イ

ギ リ ス の 基礎 ・初等教育 と教師像の 変遷 に着

目し
ω
、19世 紀の 国民教 育へ の 国家介人 の

過程 、 20世紀初 め に生起 した 「教育 の 新理

想」と新教育の 思想史的意味 、 さらに教 師の

専 門職化の 過程に 内在す る多義的様相 を描出
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し、 1960年代か ら 70 年代の 進歩主義教育の

伸展が 教職の 複雑 さの 拡大深化をもた ら し レ

トリ ッ ク を生ん だこ と、また さ らに ポ リ テ ィ

クス の 吟味検討を不 可避 として きた こ とを思

想史的に明 らか にす る 。 そ し て 、 最後 に 、 こ

れ ら を参照枠と しつ つ
、 日本の 教員養成へ の

教訓を提示す る 。

1 ．国民教 育 と教 師の 出現　 　master ・

　 mistress ・teacher とい う職業

（1）ヴィ ク トリア 時代の 教 師像 の 変遷一

　　産 業革命 と宗派主義の教育
一

　イギリ ス では
一般庶民の 学校は、ヴ ィ ク ト

リア 時代 の 産業革命に よ っ て 生 まれ た労働者

階級 の プ ライ ベ ー
ト ・ス ク

ー
ル （デ イム ・ス

ク ール や コ モ ン
・

デ イ ・ス ク
ー

ル ）に 始 ま

る 。 そ こ で は 親が 実用 的機能や 用途 に応 じ

て学校 （教師）を選 び 、 その 学校 で は、親

の 求め に 応 じて 宗教 教義、 日常作 法 （し つ

け）、 そ して 読み 方 と書 き方 が 教 え られ た 。

しか し、個 々 の ニ ーズ へ の 対 応の 非 効率 さ

か ら、国教会徒の ベ ル （Bell，　A ，，1753 −1832 ）

の 開発 した マ ドラ ス ・プ ラ ン （1789 年開始 ）

や 、 非 国教 会徒 の ラ ン カ ス タ
ー

（Lancaster，

J．．1778−1838 ）の 開発 したモ ニ トリ ア ル ・シ

ス テ ム （1798年開始）が脚光を浴び る よ う

になる 。 そこ で は、多数 の 生徒へ の 合理 的な

教え方 に 精通 した 教 師 （teacher）が 必 要 とさ

れ た 。 こ うした大量生産的な教育方法は、当

然の こ となが ら、一人ひ とりの子 どもに 目を

向け る こ と に は脆弱 さが ある ， こ の 状 況 を

批 判 し、一
人 ひ と りの 子 ど もの 生 活環境 や

個 性を重視 した の が 、オ ウ エ ン （Owen ，
　R ．

，

1771−1858）で あ る
L31

。 彼 は 、
ニ ュ

ー ・
ラナー

ク の 自 らの 工 場 内 に性格形 成学 院 （lnstitute

正br　the　Formation　of　Character
，
1816）を付設し、

「健全 な心身 の 発達」 を意 図 した進歩的 な教

育 を実践 した 。 こ の オ ウ エ ン の 教育思想 を受

容 した の が、ギャ ラ リー ・シ ス テ ム や遊 び場

を考案 し、 ∫
・
どもの 心 身 の 健全 な発達 を強

調 した ウ ィ ル ダ ス ピ ン （Wilderspin，　S．， 1791−

1866）で ある 。 彼は イ ン グ ラ ン ド北部の バ ー

トン で 学校 を運営 し、博愛 宝義 の 立場 か ら幼

児教育運動 を牽引 し て い っ た （図 1〜 3）
c4｝
。

彼 の 開発 した ギャ ラ リ
ー

や レ ッ ス ン ポ
ール 、

遊 び場や ブ ラ ン コ は 、 子 ど もの 知性 、 感情や

道徳、身体 を トータ ル に発達 させ る新 しい 方

法論だ として、イギ リ ス に広が っ て い っ た。

　そ の 普及に尽力 した の が 、 オ ウ エ ン やウ ィ

ル ダ ス ピ ン に感銘 を受け た ス トウ （Stow，　D ．，

1793− 1864）で あ り、彼の 著 した 『トレ ーニ

ン グ
・

シ ス テ ム 」 （1836）で あ る
’s｝

。 彼 は 宗

教教義の 機械的暗記 を批判 し、 教 師には感情

や 態度に関 して 道徳的に 生 きるた め の 教育内

容 を適切 に 指導す る 義務 があ る、と論 じた 。

彼の 教育方法 は、グラ ス ゴ ー ・シ ス テ ム ある

い は ス トウ ・シ ス テ ム 、さ らに は
一

斉教授方

式 （simultaneous 　system ） と称 さ れ、 イ ギ リ

ス 各地の 学校 に伝播 して い っ た 。 また、ウ ィ

図 1 ；ギ ャ ラリ
ー

とレッ ス ンポール 図 2 ： 幼児学校 の遊び場
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図 3 ：ギャ ラリ
ー

での地理の授業
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ル ダス ピ ン の 実践 した遊 び も、「遊 び場
・屋

根の な い 教場」 の なかで その 意義が 紹介され

広 く普及して い っ た 。

5歳か ら 7 歳 の 子 ど もが午前 9 時か ら午後

4 時 ま で 学校 に い る場合 、 お よそ 1 時 間半

を屋 根の な い 教場で 遊び に費や す …
　 7

歳か ら ll 歳児の 遊 びは 1 日あ た りほ ぼ 2

時間が 水準で す 。

…　 教 師 （master ）や

女教 師 （mistress ） は、

…　　遊 び を 主導

せ ね ばな りませ ん 。

〔ω

　ス トウ の 『ト レーニ ン グ
・シ ス テ ム 』 は 、

イギ リス 教員養成史上 、空前の大 ヒ ッ トとな

るが、こ の教 育思想 史的意義は 、適切な教授

法を習得した教 師を準備す る た め に 、教師を

訓練 （training）する こ との 必 要性 と可能性

を主張 し、そ の 方法と留意点を詳細 に論 じた

点で ある。 こ れ は、宗派別の 教員養成が主流

で あ っ た当時 にあ っ て は、画期的な考え方で

あ っ た 。
こ こ に教員養成、すなわち 、 訓練 に

よ っ て 教員 を養成する とい う考 え方が誕生す

る 。 こ の 考えはイ ギ リ ス 全土に瞬 く間に普及

する こ と に なる 。

（2） 国民教育の制度化 と査察の 出現

　教 員 養 成 （teacher 　training） と い う考 え

は、 しか し、国民教 育 の 制度化に は結 び付

か ず、1833 年工 場 法に と もな う基礎教 育 へ

の 国庫補助 金の 交付 に 留 ま っ た
ω

。 そ して 、

1839 年 に は国庫補助金 の 支出管理 を 目的に

枢密 院 教 育 委 員 会 （Committee　of　the　Privy

Council　on 　Education ，1839 −99
，
1870年以 降は

通称 Education　Depa舳 ent ）が 設 置 され 、 勅

任視学官 （Her　Majesty
’
s　lnspectors）制度が導

入 された 。
つ ま り、政府は、国庫補助 金 とい

う国家公金 を 二 つ の学校協会 （国教会 の 国民

Foru〃i　o η ルゴ∂dern　Educationノ＞o ，232014

学校協会と非国教会 の 内外教育協会）に 委ね

る こ とを廃止 し、 政府及び議会の 責任に よ る

管理、す なわ ち世 俗主義 （secularism ）を認

め た ので ある
CE）

。 こ の 思想 は、 人間の 内面世

界に 関与す る教育 とい う行為 を 、 宗派に全 面

的に委託する の で は な く、国王 の 管轄下 で 働

く勅任視学官を介在 させ る とい う国民教育観

で ある 。 こ の 勅任視学官制度に よ り、 オク ス

ブ リ ッ ジ出身者に 対す る半官僚の 職種が誕生

し 、 また教 員を査察す る長い 歴 史が始 ま る こ

とになる 。

　そ の後の 1846年 に は、教 員養成 を徒弟制

の な か に 位置づ けた見習 い 教 員制度 （Pupil−

Teacher　system ）が 導入 さ れ 、 基 礎学校教員

の 養成原理の 枠組みが つ くられ て い っ た 。 こ

の 制 度の 成立 に際 し て 政府が 追求したの は、

市民的
・
宗教的 自由の 原則 と矛盾す る こ とな

く、全て の 党派や 全 て の 宗教 を結合 す る こ

とで あ っ た 。 こ うして 、 「13歳の 少年少女が

5 年契約 の 徒弟 とな っ た 。 こ の 徒弟た ちは年

に 10 ポ ン ド程 度の 基本給 を受 け取 り、 年に

2 ポ ン ド 10 シ リ ン グ の 増額 と最高 20 ポ ン ド

まで の 昇給の 可能性が あっ た 。 5 年間の 徒弟

期間中 、 見習 い 教員た ちは学校で教 え 、 始業

前な い し放課後に校長か らさ らなる指導 を受

けた」
（9｝

の で あ る 。 徒弟 的な方法原理 は 、 今

日 の イギ リス の 教 員養成 にお い て教 育実習

が重視 されて い る こ とに継承 され て い る
｛le）

。

また、こ の 制 度の 特徴は 、 教員に認証資格

（recognized 　qualificatien） を公 的 に与 える た

め の 「管理 された訓練」を提 供 した こ と、そ

して 同時に 、 見習 い 教員に政府の 保障す るわ

ずか な給料 を与 え、指導する校長 に も手当を

与えた こ とにある 。 教育思想史的に は 、 こ の

制度は 、 教職が 「私事で は な く公 的なもの で

あ る」こ とを意味づ ける役割を果た した と、

解す る こ とが で きる。

147

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



History of Educational Thought Society 

NII-Electronic Library Service 

Hlstory 　of 　Educat 二lonal 　Thought 　Soclety

　 とは い え、宗教 と教 育と の 問 の 密接 不可

分 な関係 は続 い て い く。 1851 年 に は 全 国宗

教調 査 ・全 国教育調 査が 実施 され 、 さ らに

1858年に は第 5 代 ニ ュ
ーカ ッ ス ル 公 （New

Castle
，
　Pelham−Clinton，　H ．　P．　E ，18工1−1864）を

委員長 と した ニ ュ
ーカ ッ ス ル 委員会 （1858−

1861）が発足 した 。 こ の 委員会に与え られた

ミ ッ シ ョ ン は、見習 い 教 員制度体 制の 見直

し、 イン グ ラ ン ドにお ける民衆教育の 現状 の

調査、そ して 、民衆の 全 階級 へ の 安価で 健全

な基礎教 育の 拡大 の ため に 、 い か なる 方策

が必要で あるか 、 につ い て の検討で あ っ た 。

1861年 に は、 ニ ュ
ーカ ッ ス ル 報告書が 出さ

れ、民衆 に対す る健全で 安価な基礎教育を提

供するため に は教師を専門職化する必要があ

る 、 とい うこ とが強調 され た の で ある 。

　こ の 提 言 を教育内容の 観 点か ら法制化 し

た の が、か の 改正教育令 （The 　Revised 　Code ，

1862）で ある 。 6 歳 か ら 12歳 まで 者へ の 3R
’

s に 関する教育 内容 は 、 ス タ ン ダー ド 1〜W

と し て 制定 され （1872年 に は ス タ ン ダ
ー

ド

は 1〜 V に改編）、同時 に か の 「出来高払 い

制」（Payment　by　Results
，
1862 −95）

（1P
が 導 入

された 。 こ の 「出来高払 い 制」は、教員や見

習教員に直接的に補助金 を出す国家介入 の 仕

方か ら学校 の 経営責任者 に運用を一任する シ

ス テ ム へ の 変更を もた らした。視学官の 実施

したス タ ン ダ
ー

ド試験 の 結果が教員統制の 指

標 とな っ て彼 らの給与額を左右した ため 、 教

員 は 「機械 的 ド リ ル 法」を用 い た 3R
’
s の 注

入 に勢力を傾ける よ うに な っ た の で ある 。

　 こ の 「出来高払 い 制」に 対 して は 、 勅任視

学官か らもす ぐさま批判の 声があが っ た 。 た

と えば、詩人 と して も名高い 、勅任視学官 の

ア
ー

ノ ル ド （A エnold ，　M ，1822 −1888）は 次 の

よ うに告発 して い る 。

148

見習教員は、1861 年に は 13，969 人で あ っ

た もの が 1866年 に は 8，937 人 に 減 少 し、

多 くの 者は勤務意欲 もな くな り、

…　 単

な る学校 管理 者の 召使 い に す ぎな くな っ

た 。

（12）

　 また トーン トン 報告 （Taunton　Commission

Report，1868）で も、訓練 を受けて い な い 教

師 の 実態が 告発さ れ た 。 良質の 訓練 を 受 け

た 教 師が 求 め られ 、国民教育 の 制度化 が主

張 さ れ た 。 そ の 結果 、 つ い に 国民教育 を担

う 1870年基礎 教 育 法 （Elcmentary　Education

Act ，1870 ）が成立 し、また 見習 い 教員養成セ

ン ター
（pupil−teacher　training　centres ）が設立

され たの で ある。ただ し、これ らを成立 させ

た枢密院教育委員会副委員長の フ ォ
ー

ス ター

（Forster，　W 　E．
，
1818−86）で す ら、親権に 対す

る 国家介入 に躊躇 を 顕わ に した
〔t3）

。 こ の 態

度に は等閑視 しが た い もの がある 。 と い うの

も、こ こに私事 と して の 教育 に 国家が介入す

る こ と、また 国家が民衆教育 に対 して 財的保

証 をす る こ と の 正統性や妥 当性 、 さ らに公的

な教育 を い か に 捉える か と い うテ
ー

マ の 多義

的様相 が み られ るか らで あ る 。 こ の こ とは、

イ ギ リス 最初 の 教育学 の 教授 とな っ た ペ イ ン

（Payne，　J．　E ，1808 −1876 ）が 、「教 育の 理 想が

枢密院教育委員会に よ っ て もてあそ ばれ て き

た」、 「教 育の 質が悪 い 」
〔±4 〕

と批判 したこ とに

も現れて い る 。 ただ、留意す べ きは、こ うし

た論争 が、逆 に、「監督 ・統制 ・評価」され

る 教師像を常態化さ せ 、同時に、教職は需要

と供 給の 自由競争原理 や 市場原理の 下に ある

こ とを教 師に強 く印象づ けた こ と で ある
｛TS）

。

と もあれ 、教 員養成の 制 度化 は徐 々 に歩み 始

め た の で ある 。
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（3）教員養成の制度化の 進展

　教員 を制度 的 に養成 する動 きは、ケ ン ブ

リ ッ ジ の 教 員 養 成 シ ン ジ ゲ
ー

ト （Teacher

Tr乱ining　syndicate ，　leading　to　initial　and 　post−

graduate　teacher 　training ，1879）の 創設 に 始 ま

る
“6）

。 男性 60名 、 女性 40名 を対象 に 、 教

育史、心理 学、教 授学 が教 え られ 、 イギ リ

ス 最初の 教 育学 講義 が 開始 され た
（且7）

。 1885

年 には 、 後に教員養成 の パ イオ ニ ア と して

の 名声 を得 た ヒ ュ
ーズ （Hughes，　E．　P ，1851−

1925）
〔1s）

を校長 とす る ケ ン ブ リ ッ ジ教員養成

カ レ ッ ジ （Cambridge 　College
，
1885）が 創 設

さ れ た
〔19｝

。 さ らに、1890 年代 には 、大学付

設 の 通学制教員養成 カ レ ッ ジ （Day　Training

College） も創設 さ れ 始め た 。 こ うして 、 19

世紀末 に は 、「教員に な ろ うとす る者は、普

通教 育 （ordinary 　education ＞の 完成 を意味す

る 中等教育 を経 て 、 教 員養成 カ レ ッ ジ に合

格す べ きで ある」
 

と い う考 えが
一

般的に な

り、見習 い に よ っ て 資格を得 る とい う養成 の

仕方は衰退 して い っ た の で ある 。

　 こうした国民教育制度か らみ えて くるヴィ

ク トリ ア期の 理 想的な教師像 は 、 国家政策を

従順 に 守る低賃金労働者 と して の 生 き方で あ

り、そ こ に は教 師 自らも国家政策 の枠組み に

納 まっ て ゆ く品性良好な模範を示す こ とが含

意 され て い る 。 実 は、オ ウ エ ン を支援 した

枢 密 院初代事務 局長 の ケ イ
・シ ャ トル ワ

ー

ス （Kay −Shuttleworth
，
　J．　P

，
1804−1877） で す

ら、 教 師の 社会 的、経 済的地位が 必要 以 ヒ

に 高 くなる こ と に危惧 の 念を抱 き、教 師が

広 い 知識 と教養 を身に つ ける こ とに よ っ て 自

惚 れ 、 「不満の 種」を宿す危険性 を繰 り返 し

強調 して い た 。 それゆえ、 金銭欲に と りつ か

れ た り、専門職 として の 地位の 上昇を図 っ た

り 「思 い 上が っ た」 りする こ とな く、 知性 と

使命感、自己犠牲、キ リ ス ト教 的慈愛 と奉仕

丿70rum 　on 　Modern 　Education 八石o，232014

の 精神 を併せ もち 、 農夫 とさほ ど変わらない

社 会的地 位に 甘ん じ、道徳 的 に 教 え導 く姿

が
ω

、 国家の 理想 とする教師像で あ っ たの

で ある 。 こ うした イ メージ を伴 っ た教師の 職

業 意識 は、巧妙 な権威関係の 枠組 み とボラ

ン タリズ ム の なか で作 られ て い っ た。こ の 状

況 は、道徳的で品性 の ある勤労 な労働者 をつ

くり、また 自らもそ うなる こ とを望む、二 重

に拘束された教師の 姿 と集約する こ とが で き

る 。

　 しか も 、 軽視 しが た い の は、基礎学校の教

員ある い は 中等教育段階の 女性教員をめ ざす

者 に だけ訓練が 必要で あ る、 と考え られ た

こ とで あ る 。
パ ブ リ ッ ク

・ス ク ール や グ ラ

マ ー ・ス ク
ー

ル の 教師は、階級 と性差 へ の 偏

見 を基礎学校教員や 女性教員に有 して い たの

で あ る 。 こ の 偏見 は、中等学校教 員養 成規

則施行 （1909）以降の 中等学校教員養成課程

修 ∫者 の 男女 比 に も現 れ て い る 。 と い うの

も、1909 年か ら 1910年の 修了者は、男性 35

人 と女性 139 人、1913 年か ら 1914年の そ れ

は 、 男性 38 人 と女性 167人で あ っ た か ら で

あ る
（22）

。 こ れ ら の 数値 は 、 教 師 と して 実 際

に働 い て い る男女比 と大 きく異な っ て い た。

2， イギ リス 新教育 ・進歩主義教育期の

　　教師像 　　新時代の 教 師の 役割 と ジ

　 　 レ ン マ

（1）パ ブ リ ッ ク ・ス ク ール 改革の 台頭 一

　　カリキ ュ ラム と学習 ス タイ ル の 改革
一

　20 世紀初 め の 中等学校教員の 制度改革に

先 だ つ 胎動 は 、既 存の パ ブ リ ッ ク ・ス ク
ー

ル を改革 しよ うとす る 運動 に あ っ た 。 そ れ

は、19 世紀末に世紀 した中等教 育段 階の 新

教育運動 とい う歴 史事象である 。 その 背景に

は、自然主義、ロ マ ン 主義、社会主義 とい っ
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た様々 な思 想潮流が ある．
： すなわ ち、 新教育

運動 の背景には、都市 と農村の 改 革をめ ざし

たガ
ー

デ ン ・シ テ ィ 運 動、 トイ ン ビー ・ホ ー

ル （1884）を中心 に労働者や貧困層へ の福祉

活動を展 開 した セ ッ ル メ ン ト運動、労働者

に 教育 を提供 した大学拡張 運動 （University

Extension　movement ）、 モ リ ス らの ア
ー

ッ ・

ア ン ド・
ク ラ フ ツ 運 動、女 性 参 政 権運 動

（suff拍gisfs　movelnent ）な どが あ り
（？31

、 新教

育運動は 、 これ らの 諸思想 と絡 まっ て 展開さ

れ た の で あ る 。 こ の 運動の 中核 と なる の が 、

19 世紀末の 急 激 な社会 と生活 の 変化 を憂慮

して 組 織 さ れ た新 生 活連 盟 （Fellowship　or

New 　Life．1883−1898）で ある 。 その メ ン バ ー

らは、平等な社会の 建設 をめ ざ した 「社会改

革の 指導者」 を育成する ため、ア ボ ッ ツ ホ
ー

ム 校 （Abbotsholme　school
，
1989 −） を創 設 し

た 。 そ して 、 こ れに続い て 、 男女共学 、 モ ン

テ ッ ソ ーリ法、ア ー
ッ

・工 芸 を取 り入れた ビ

デ
ー

ル ズ校 （Bedales　School，1893 −）、さらに

は、フ ィ ン ド レ イ （Findlay．　J，　J，，1860 −1940 ）

考案の カ リキ ュ ラ ム を導入 したキ ン グ
・
ア ル

フ レ ッ ド校 （King　Aifred　School，1898−）が創

設 され、生活 と体験 に基づ い た カ リキ ュ ラ ム

や新 しい 教育方法が 開発され展 開され て い っ

た。

　 こ れ らの中等段階 の学校は、歴 史的には新

学校群 （New ・Schools）と類型化 され て い るが、

こ れ らの 学校 で は、様 々 な内容の 幅広 い カ リ

キ ュ ラ ム と、子 どもの 個性 と生活 を尊重 した

学習ス タイル の 開発 が進め られた 。 3R
’
s だけ

で な く、 理科 や芸術 も導入 され、戸 外で の 自

然観察や 読書、共同作業もあ っ た 。 と りわけ

興 味深 い の は、キ ン グア ル フ レ ッ ド校の カ リ

キ ュ ラ ム で ある 。 そ の 特 徴 は 、   ヘ ル バ ル

ト、ペ ス タ ロ ッ チ 、フ レーベ ル の 教育思想 を

統合 したカ リキ ュ ラ ム構成論 と、デ ュ
ーイの

150

オキ ュ ペ ー
シ ョ ン論 を採用 した ワ

ー
ク シ ョ ッ

プが重視 されて い る こ と、   ツ ィ ラ
ーの 中心

統合の 理論の 影響 と、教科で は な く領域概念

に加 えて ス コ
ープとシ

ー
ケ ン ス の 考 え方が あ

る こ と、  運 動、音楽、散歩、遊び などの レ

ク レ
ー

シ ョ ン を カ リキ ュ ラ ム に位置づ けて い

る こ と
〔24）

、に ある 。

　新学校は 新教育運動 を牽引 し 、 子 ども理解

に基づ い た幅広 い カ リキ ュ ラ ム や新 しい 学習

ス タイル を開発する とい う、進歩的な教師の

態度の 普及 に貢献した。そ して 、同時に、理

想的な教育を担う教師の 創出 に 寄与 した 。 そ

れ は宗教 教義 の 暗 唱や 3　R
’
s の 注入 を強 い る

従前の 教師像 には存在 しない 思想であ っ た 。

（2）20 世紀初頭の 国民教育 と 『教師の 手引

　　書」
一 教師の専門職化の布石

一

　中等段階の新学校 に よ る新教育運動は、一

方で 、初等段階 の 教育改革 に も影響 を 与え

た 。 出来高払 い 制 の 廃止に もか かわ らず、そ

の 雰 囲気 は 20 世 紀に な っ て もな お残 っ て い

た 。 また、不 衛生 な都市 ロ ン ド ン の 貧民 の

教 育問題 、 労働 者の 継 続教 育な ど 、 解 決す

べ き社会問題 は多 くの 慈善家や 政治家 を悩

まして い た 。 そ ん な状 況
．
ドで 1go2 年教育法

（Education　Act　1902）は制定 された の で あ っ

た 。 その なか で は 、   基礎 学校教 育 の 義務

制、  地 方 行政 の 全 国的再編 と 中等教 育改

革を 目的 に した全 国約 300 の 地 方教育当局

（Local　Education　Authority）の創 設、  学校委

員会 （School　Board）の 廃止 とカ ウ ン テ ィ
・

カ ウ ン シ ル （County　Co   cil） の 誕 生 と い っ

た方向が 出 され 、20 世紀 の イギ リス の 基礎

教 育の 枠組み が作 り出 され た の で あ る。そ

れ ゆ え、こ の 制度の 教 育思 想 史的な意味は、

「教育の 民 衆統制 を否定し、教育専門官僚に

よる
一元 的国家支配 を根 幹 とす る中央教育
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当局の 強力な リーダ
ー

シ ッ プ と地 方教育当

局の それへ の 従属 を制度化 した 」
〔25〕

こ と に あ

る 。 地方教育 当局 に は中等 学校 や教 員養成

カ レ ッ ジ の 設 置権 が付 与 され た ため 、 公 立

の 教員養 成 カ レ ッ ジが 出現 し、有 資格教 師

が増加 して い っ た。ギル ドを もつ 職人 とは

異な っ て 、 新興の 職種で ある教 師には 、 量 的

拡大 はその 地位獲得の 上 で 重要 なフ ァ ク タ
ー

と な る 。 そ れ ゆえ、教 師の 増加 は、全英教

師連合 （National　Unlon ・of ・Teachers
，
1889，前

身 National　Union　of 　Elementary　Teachers，1870−

89）の 組織力を強化 し、 その こ とに よっ て教

師の 専門職化が推進 された 。

　そ の 後、カ リキ ュ ラ ム に ア プ ロ ーチ した

基礎教育規則 （1904）、 欠食児童の 学習権 を

保障 した 「学校 給食 法」 （1906）、 中等学校

生 徒数 の 25 ％ に 無償の 教育 を提供 した無償

席 規 定 （Free　Place　Regulations，1907）、 授 業

料免 除席の 制度化 を実現 したマ ッ ケナ教育法

（1907） と順次 制定 され 、 多方面の 福祉 的見

地か ら国民教育 の 制度化が進行 する こ と に な

る 。 こ こ で 目を向けなければ ならな い の は、

基礎教育の 制度化にお い て重要な方向性 を打

ち 出 し た 『教師の 手引書』（1905）で あ る 。

これ は、政府が初めて ま とめ た基礎学校教員

に対す る ガイ ドラ イ ン で ある が 、そ の なか で

イギ リス の 民衆教育を方向づ ける基 本的な考

えが述 べ られた の で ある 。

公立の 基礎学校で の 教授 にお い て、教 育

院が望 む 実践 の 唯
一

の 統
一

性 （unity ）は、

それぞれの教 師が 、 自ら考 え 、 自分 自身の

力 を最 善の 利益 の ため に用 い る こ とがで

き、学校 の特定の 要求や条件に最適だ と思

わ れ る よ うな教授法を自ら編み 出すこ とで

ある 。

（26 ｝

Forum 　on ルf∂dern　Education　No．232014

　こ の 言明の 背景には 宗教の群雄割拠状態へ

の 苦慮が あるが 、重 要な の は、「教授法を自

ら編み 出す」教師の 自由裁量 を公的に認め た

点で ある 。 もちろ ん 、 教員養成の 成果 も見込

まれ て お り、 こ の 枠組み の保証 は 「学士 の 称

号 を有す る教師 を多数擁す る大規模学校の 出

現 に よ っ て生 まれ た学校組織の 重要な変化に

注 目す る もの で あ っ た 」
（27｝

。 教員養成 は、 ト

レ ーニ ン グ ・カ レ ッ ジ （Training　College）か

ら教 育カ レ ッ ジ （College　of 　Education）に名

称変更 された大学で なされ 、 大学 は教育学士

（Bachelor　ofEducation ）を輩出 し始めて い た 。

　 ただ、着 目すべ きは、「教 師の 手 引書』が

「教育 の 自由」 を求 めた新教育運動 を跡づ け

る形で規定され た とい うこ とで ある 。 とい う

の も、 新教育運動へ の 参画者は、国教徒 よ り

も 「教育 の 自由」を主 張 した非国教徒が 多数

を 占め て い た か ら で あ る 。 『教 師の 手引書』

の 普及 に よ っ て 、 学校長が見習教貝に行 っ た

細 かな監督 は 、 もはや不可能あるい は不要 と

い う考えが生 まれ 、 教師は教室で の活動 に お

い て の み実質的な自律性 と有能 さを発揮すべ

きだ、とい う見解 を生 ん だの で あ る
｛28）

。 同

時に、教師の 自律性 を専門職として の 教師が

い か に担保す るか、教師の 日 々 の 行為 コ
ー

ド

（code 　of 　conduct ）を い か に 意味づ けるか、と

い う問 い も出現 し 、 教 師の ジ レ ン マ や 苦悩

が 教育行為へ の 内実付与の 源 とな り始め た 。

こ の こ とへ の 結実 が 、 「教育の 新理 想 （Ncw

Ideals　in　Education）」 とい う組織の 結成 で あ

り、こ れ が初等段階の 新教育運動 の 先駆形態

として機 能す る こ とに なる 。

（3） 「教 育の 新理想」 の 史的位置 づ けと意味

　「教育 の 新理 想」（1914−39） は、主席勅

任視学官で あ っ た ホ
ーム ズ （Holmes ，

　E．　G ．
，

1850−lg36）が 主導 した有志 に よ る組織で あ
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り
‘29｝

、そ れ は 教育家や 視学官な ど多様な顔

ぶ れ を擁す るイ ギ リ ス 固有 の 運動で あ っ た 。

ホ
ーム ズ は 、 「出来高払 い 制」をこ の 国の腐

敗の 原因だ として糾弾し、勅任視学官時代を

振 り返 っ て 以 ドの ように述べ て い る 、

私は、私の 求め た 「結果」が ど の よ うに提

供 され た もの で あ るか を理解 した 。

…

多 くの こ とが 、 実際 よ りもず っ と悪 くな っ

て お り、機械的な方法が 盲 目的に続 け られ

て い た 。 子 どもたちは、消化の 悪 い 食事を

強 制的にあて が われ、見る こ と、考え る こ

と、理 由づ ける こ と、計画す るこ と、目的

をもっ て なす こ と、実行す る こ とな ど、彼

らが自らせ ねばならない こ とか らで きるだ

け遠 ざけ られて い た 。

…　 教師 は 、 巧み

に も、 機械 的行為者 へ と自 らを手段化 し、

そ し て 生 徒 を受動性 と無気 力へ と し つ け

た 。

（コo）

　勅任視学官で あ っ た ホ
ーム ズの こ の よ うな

悔恨 は、「教 育の 新理 想」の 活動 へ と転化 さ

れ る こ とに なる 。 その 大会 テ ーマ は 、 「モ ン

テ ッ ソ
ー

リ シ ス テ ム 」（1914年）、「モ ン テ ッ

ソ
ー

リ法」（1915年）、「社会的雰囲気の なか

で の 個性の 発達」（1916年）、「宗教教育の 問

題 、 保育学校 と教師 、 継続教 育」 （1917年）、

「新教 育の 理想」 （1918年）、 「教育 に おけ る

創造 的本能 とその 位置」 （1919年）と続 い て

い くが、その 根 底に は、「真 の 個性 は 自由の

雰囲気の なか で 最もよ く発達する」 とい う信

念が あ り、一連 の 会議 は 「教 育方法 の 実験

の 幕開 け」 とな っ た 。 1918年の 会議 に参加

した タイ ム ズ教育版の 記者の 指摘 に よれ ば、

「400 か ら 500人 もの 理想主義者の 集 う …

ホ
ーム ズ主導の 新理想の 会議は 、

…　　
一

つ

の 理想は根本的に 実現 しない とす る俗物主義
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者 の 感 覚 に 対抗す る た め に、 こ の 会 議 を続

け、 …　　 教育実験 に対 して 手形交換所の 役

割を与え」た 。 そ こで紹介 され たの は、出舎

の 基礎学校の 女性校長 ハ リエ ッ タ ージ ョ ン ソ

ン の 劇化法、ク ッ ク の 遊 戯法、マ ッ ク マ ン の

パ ー トナ ーシ ッ プ法な ど で あ り
〔「D

、そ れ ら

は教 師主導の 教授 法改革 を勢 い づ けて い っ

た 。 しか も 「教育の 新理想」運動 には 、 教育

家 と教育政策 に携 わ る 官僚 との 間に適度な距

離感が あ り、そ れが こ の 運動を特徴づ けて い

た
B2）

。 これ に加 えて 着目 した い の は、 1919

年大会の 事前参加登録者 393 人 の 内 、 352 人

（89，570／u）　カミ女
’
性、　37 ／V　（9．41 ％）　カミ男 性

で あ っ た こ と、また彼 ら の 職業の 23 ，98 ％ が

公立学校の 教師や校長 （ほ とん ど女性）であ

り、 74．90％ が 未婚 女性で あ っ た 、 とい う実

態 で ある
（1コ ）

。 当時 の 女性教 師 は男性教 師 の

給料 の 半額ほ ど しか 支給され て い なか っ た 。

そ れ ゆ え、 い か にすれ ば専門職として認知さ

れ るか の 彼 らの 模索の 姿が ここに潜在 して い

る こ とが 窺わ れ る 。 「教育 の 新理想」の 運動

の 伸展 に よ っ て 、教職の 意識化 と連帯、さ ら

に 教職 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 志 向 は強 ま っ て

い っ た の で ある。

　そ ん な な か、「教 育 の 新理 想」 に 参 画 し

て い た 女性勅任視学官 の
一人、 エ ン ソ ァ

（Ensor，
　B ．1885−1974）〔34）

は 、 イギ リ ス 国 内

の 運動だけで な く、新教 育の 国際的 な組織、

新教育連盟 （New 　Education　Fellowship，1921−

1966，1966に名称変更） の 創設を望むこ とに

な る 。

（4）新教育連 盟 の 活動 とその 影 響　　拡 大

　　か ら混迷ヘ
ー

　エ ン ソ ァ は 、 第
一

次世界大戦の 悲惨 さか ら

平和社会の 再建 を希求す るべ く、 世界各地の

新教育運動家の 糾合を求め、そ れ を国際学会
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の 開催と雑誌刊行に結実 させ て い っ た 。 こ の

新教育連盟 の 教育思想史的な意義 は 、今 日に

続く学校教育の基 盤を確立 した点にある 。 そ

の 活動内容 は、  進歩的な教育へ の 転換を

主導 し、教育に 関す る学 問分化 とそ れ ら の

デ ィ シ プ リ ン の 確立 を導 い た こ と
〔35｝

、  カ

リキ ュ ラ ム 改 革 、 授業改 革 に挑 ん だ教師 に

よ っ て 専 門性 の確 立 と新 しい 職能の 探究 を推

進 した こ と 、   教育 の 目的、方 法、内容 へ

の 改革要求 を国家 に 迫 っ た こ と
（36）

、 
一

人

ひ と りの子 どもの観察と理 解 を重視 し、教

育心 理 学の 台頭 を導 い た こ と、   絵画 ・工

芸、音楽、劇、ダ ン ス を学校教育に導入 した

こ と、  子 ど もの 本能を肯定 し、活動的学習

の 称揚、創造性や 自発性の 尊重 、 自治 （self −

government ）、 自己実現 を推奨 したこ と、 の 6

点に要約す る こ とがで きる 。

　 しか も、こ の 新教育運 動 の 思 想 は、政府

の ハ ド ゥ （Hadow ，　W ．　H ，，1859−1937）委 員

会 が まとめ た調査報告書、『初等学校」 （The

Primai3，　Sckool，1931）に反映 され る こと にな

る の で ある 。

初等学校の エ
ー

トス は …　　 受動的服従 で

は な く、 子 ど もた ちの 共感や社会性 、 想像

力 に訴 え か ける もの で あ り、

一
斉教授 よ り

も個別指導や グ ル ープ学習に 依拠す る もの

で ある 。

…　　 従来 、 特定の 伝統的 「教科」

の 存在 を自明の こ とと し、 それ らを生徒 た

ちが 履 修す べ き学業 とす る
一

般 的傾向が

あ っ た 。…　 必 要 と され て い る の は 、 少

な くと もカ リキ ュ ラ ム に関する限 り、子 ど

もたち自身の 経験や好奇心 、 発見能力や興

味 を初等学校の 学習の 出発点とする教育方

法に従来の カ リキ ュ ラ ム を置き換える こ と

で ある 。

…　　 こ うした 考え方を眼前の 問

題 に適用すれ ば 、 カ リキュ ラム と い うもの

Foru 〃 z　on 　Modern 　Education 八Jo．232014

は身に つ ける べ き知識 、 記憶す べ き事実 と

い うよ りもむし ろ 、活動や経験 と い う観点

か ら捉えられ るべ きもの で ある こ とが わか

る 。

（37）

　ハ ドウ報告書は 、 教科 中心の カ リキ ュ ラ ム

を子 どもの 活動や経験 の 観点か ら再編成する

こ とを促 した 。 こ の こ とは 、 政府が教育内容

の 編成 の 自由 を教師 に 認め た こ とを意味す

る 、 しか も、こ の ス タ ン ス は、1931年 の 『教

師の 手引書』 にお い て も堅 持 され て い る の で

ある 。 その 冒頭部 で は 、 1904年 か ら 1926年

の 「教育規程」の 以下の 序章が引用 されて い

る 。

「公立基礎学校 の 目的 は、人格 を形成 し強

化する こ と、そ こ に預け られ た子 ど もた ち

の 知性 を発達 させ る こ と 、 利用可能 な学校

で の 歳 月を最良に活用 させ る こ と …　 彼

らの 様々 な必 要性に応 じ て知識の みならず

実際の 生活上 の 活動に適用 させ る こ と 一 ・

子 ど もたちが 事実や 自然法則 へ の 理解に 精

通する こ とがで きる よ う、 観察習慣や 明晰

な推 論 にお い て 彼 らを慎 重 に訓練 す る こ

と、理想に対する生 き生 きとした関心や人

類の 成 し遂 げた こ とへ の 関心 を彼 ら の なか

に喚起する こ と、彼 ら の 母 国 の 文学や 歴史

へ の 親 しみ をもたせ る こ と、思考や表現の

手段 として の 言語の力を与える こ と、自ら

の 知 識 の 限界を 自覚 させ な が ら 自ら の 努

力で 後年に そ の 知識 を増やす こ とを可能に

する 良い 読書や思慮深 い 学習 へ の 嗜好 を彼

らの なか に 発達 させ る こ と …　 で あ ろ

う」。

〔38，

　 したが っ て 、1930 年まで の 政府の 教育政

策 は、新教育運 動の 成果 を取 り込み 、 3R
’

s の
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偏重 を克服する べ く幅広 い カ リキ ュ ラ ム の 提

供 を
一

般庶民に 保証 しよ うと した、と結論づ

ける こ とが で きる 。

　 しか しなが ら、こ うした制度へ の 新教 育思

想 の 具現化は 、逆に新教育運動の混迷 をもた

らす こ とになる。とい うの も、新教育連盟 に

お い て 、「試 験」・「知能 テ ス ト」・メ ン タ ル

テ ス トを め ぐる論 争が 1920年 か ら 1929年

にか けて 起 こ り
「｝9｝

、 1927年 に は 「教育の 白

由」が再主張 されなが らも、知能テ ス トの 受

容 を経て 、優性思想 へ の 回路を敷い て しまう

こ とに なるか らで ある 。 そ の発端は、新教育

連盟 イギ リス 支部 の 結成に際 して 尽力 し、そ

の 初代総裁 を務め たサ ドラ
ー

（Sadler，　M ．　E．
，

1861−1943）にあ っ た 。 彼は、試験 に 関 して 、

「受験者の 徳や 欠点の 証 明を記録 した り引 き

出した りす る方法で は 、 多 くの 学校が有する

条件や多様な試験を改善す る こ とが で きない

の で は な い か 、とよ く問われ る 」
C40 ）

こ とを紹

介 し、 こ れに対 して 、 試験結果の 報告 の信頼

性 、 試験 の 再編の 必要性 、 外部の 試験官の 査

察の 意味、試験に関わる受験収入や学校 ・政

府 の 歳 入 と い っ た観 点か ら 自ら の 見解 を開

陳 した
c4］）

。 そ の ス タ ン ス は、試験 制度の 肯

定で あ っ た 。 加えて 、 彼は 「イ ン グ ラ ン ドで

は、教育院関係者が 実施 して い る重要な試験

が あ る」
｛42）

と述 べ 、教育院が 5 つ の 専門機構

（Professional　lnstitute）で行 っ て い る試験政策

（Examination　schemes ） を詳述 し 、 その 効 果

を評価す る の で ある、

　 こ の 状況 を予測するか の ように 、 新教育連

盟 は、 1930 年代 に なる と、組 織的拡大 と同

時に 混迷状態に 陥る
｛43）

。 こ の 中心 に は、子

ど も に対す る知能 テ ス トを推進 した バ ー
ト

（Burt，
　C ．

，
1883−1971）や彼 の 理論 を推奨 した

ナ ン （Nunn ，
　R

，
1870−1944） らの 思 想が あ っ

た 。 ナ ン は、「教育の 新理想」の組織化に も
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貢献 し、 やがて ロ ン ドン大学の 教授職や 新教

育連 盟 イギ リ ス 支 部 の 第二 代 総裁 に就任 し

た 、当時 の 教育学 の 寵児で ある 。 また 、バ ー

トも子 どもに対す る メ ン タ ル テ ス トや知能テ

ス トの成果を教育 に用 い る こ とを提言 し、 ロ

ン ドン ・カウ ン テ ィ ・カ ウ ン シ ル で偉業を為

して い た。そ の よ うな彼 らは、い か に効果的

な民衆教育制度 を確立 す るか に腐 心するが 、

それ は試験制度改 革の 提 言ど こ ろ か 、 既存の

社会的格差を助長す る結果 をもた らす こ とに

な る 。 とい うの も、彼ら は エ ン ソ ア の 批判 に

もか か わ らず、知能 テ ス トを肯定 し 、 優生思

想 に 道 を敷 い て し まうこ とに なるか らで あ

る。サ ドラ
ー

の 評価 した試験体制は、今日に

続 くイギ リ ス の 試験制度の 骨格とな っ た。

3，第二 次世 界大戦後の 進歩主義教育の 展

　　開　　教職の 複雑さの深化と拡大

（1） プラウデ ン報告書 とプラウデン旋風

　 1944年教育 法は 、 労 働党が長年要 求 して

い た 「全て の 者へ の 中等教育」 を保障する
一一一

方で 、イ レ ブ ン プ ラ ス 試験、三 分岐 シ ス テ

ム 、中等教育終了 資格な ど 、 民 衆へ の 教育機

会 の 拡大 に伴 う試験 制度 を もた ら した 。 ま

た、戦時中 も展開 され た新教育思想 は 、 政府

が プラ ウデ ン 卿夫人 （Lady　Plowden，　Plowden

B ．H．，1910 − 2000）を委員長 に命 じた初等学

校調査の ま とめ、すなわ ち プ ラ ウデ ン 報告書

（Child「en 　and 　thei「　P 「imaTy　Schoois，1967） に

継承され る こ とになる。それ は、ハ ド ゥ報告

書 （1931）の 理念 をこ の 報 告書の 前面 に掲 げ

た こ とに示 されて い る 。

学校 は単 に教 え屋 で は な く、諸価値 と諸態

度を伝 えねば ならない 。 それ は子 ど もた ち

が 、 未来の 大人 と して で は な く、 第
一

に 、

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



History of Educational Thought Society 

NII-Electronic Library Service 

Hlstory 　of 　Educat 二lonal 　Thought 　Soclety

そ して何 よ りも子 どもとして 、生 きる こ と

を学ぶ 共同社会な の で あ る 。
…　 学校 は

個性の 発見 、 直接経験 、 創造的な学習機会

をと りわ け重視する 。 知識 は と うて い 個 々

に分割 される もの で は なく、 また 、 学習 と

遊び とは対立 的なもの で は な く、補 完的 な

もの で あ る 。 教育の全て の段 階に お い て、

そ の よ うな雰囲気を もっ て育て られ た子 ど

もに は、バ ラ ン ス の とれ た成熟した大人 に

なる望みがあ り、 彼がその
一

部を なし て い

る社会の なかで 生 活 しそれに貢献 し、 それ

を批判的に検討す るこ とがで きる よ うにな

る とい う望み がある 。

（44）

　プ ラ ウ デ ン報告書は 、 学校を 「生 きる こ と

を学ぶ 共同社会」 と規定 し、知識を各教科 に

分ける こ とや学校 と遊び を分 けて 捉 える こ と

に警鐘 を鳴 らしたの で ある 。 こ の 表明は 、 次

の よ うに続 い て い く。

子 どもたちは、他 の 子 ど もた ちと過 ごすた

め に、大 人た ち と過ごすため に、彼 らを取

り巻 く環境か ら学ぶ た めに い ま現在を楽 し

む た めに 、将来に向か うこ とが で きる よ う

に なる た め に、何か を創造す るた めに、愛

する ため に 、 逆境か ら学ぶ た め に、責任 を

もっ て行動する ため に、すなわ ち端 的に言

えば、入間で あるた め に、真に 自分自身で

ある必要がある 。

（45）

　 つ まり、 プラウ デ ン報告書 は 、 初等学校の

子 ど もを 「自分が 自分 で ある」 と い う自然主

義の 教育観 で 捉え、習慣 ・慣習の 押 しつ けの

否定を強調 した の で ある 。 イギ リ ス で は こ の

考え方を、「子 ども中心 主義」で は な く、 子

どもの 側 に立つ とい う意味で 「子 ども中心」

の教育と称す。こ の 思 想 は、また、子 どもの

Forum 　on ル震）dern　Education 　No ．232014

白由な活動 を保 障する カ リキ ュ ラ ム とそ れ を

可能 にする オ
ープン プ ラ ン の 学校建築の 推奨

と い う形をとっ た 。 文部省開発部とロ ン ドン

学務委員会に よ っ て設立 され たイ ヴ ェ リ ン ・

ロ ウ初等学校 （Eveline　Lowe 　Primary　School，

1966 −〉
圃

は、そ の 典型 で あ る。オ ープ ン プ

ラ ン の教 室や 教室 に付 設 された ベ ラ ン ダで

は 、 子 どもの 興 味関心 に基づ い た教育活動が

展開され、 トピ ッ ク学習が試み られた 。 内緒

部屋 の 役割を果た す 「キ
ー

ヴ ァ （Kiva）」の

設置 もユ ニ
ー

クな設え とな り、プ ラウデ ン 旋

風の 中心に い た進歩的な教 師は カ リキ ュ ラ ム

編成 の 能力 を行使 した 。 そ して 、 教科 を統合

した活動的 な学習を子 どもに 提供 した の で あ

る 。 まさに進歩主義教育の黄金期 と称された

時代 を迎 えた の であ る 。

　しか し、進歩主義教育の 展開 と推進は、新

た な課題 をもた らした 。 それ は社会学者 の ヤ

ン グ （Young ，
　M

．
　1915−2002）が 、1969年 に

自ら の 卒業 した進歩主義の 学校、ダ
ー

テ ィ ン

トン ・ホ ール ・ス クール で 開催 され た大 会

で 「進歩主義の 学校 と国家」
｛”’）

を問 うた こ と

に示され て い る 。 彼は 、 政府の 各委員会 、 地

方教 育委員会、大 学 との 3 つ の 関係 に お い

て 進歩主義 の 学校 の 役割 を意味づ け、 自戒

を込め て、 自由と平等 を希求 し続 け る こ と

の 重要性 を強調 した 。 とこ ろ が 、 プラ ウデ

ン 報告 書 に対す る批判 は 、 後 を絶た なか っ

た。た とえば、宗教教育や カ テ キ ズ ム の 暗

記 を主張 した保守主 義者 らは、黒書 『教 育

へ の 闘 い 』 （Fight　lfor　Education
，
1968） を刊

行 し、ま た分析哲学 の 立 場 を と る ピー
タ
ー

ズ （Peters，　R．，1919−）は、『プラ ウデ ン の 展

望 』 （Perspectives　on 　Plowden
，
1969） に お い

て 、 プラ ウデ ン報告書 に散見 される発達 や レ

デ ィ ネス とい っ た支配的イデ オ ロ ギーが何 ら

科学的 ・実証的根拠を伴 っ て い ない こ と、そ
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の 意味内容が極め て 曖昧で ある こ と を断罪 し

た 。 さらに また、バ ー
ン ス テ ィ ン （Bernstein，

B．
，
1924−2000） も、こ の 著作の なか で、社会

的不平等の 観点か ら報告書の 楽観性を批 判 し

た の で ある 。 しか し、 こ うした批判 に もかか

わらず 、 「子ども中心」の 教育を逸脱 した 「子

ども中心主義」の 教 師は増えて ゆ き、 何 もし

な い 自由 を享受す る教 師が 出て きた の で あ

る 。 必然的なが ら、プ ラ ウデ ン旋風へ の 逆風

は近づ きつ つ あ っ た の で あ る 。

（2）進 歩主義教 育 と教職 の 複雑化 　 　教師

　　の 自律性の 多義性

　1970年、 サ ッ チ ャ
ー教 育 科学 大 臣 は、

ジ ェ
ーム ズ卿 （Lord　James　of 　Rusho］me ，1909−

1992， ヨ
ー

ク大学初代 副総長）を委 員長に し

た委員会 （The　Committee　oflnquiry 　on 　Teacher

Education　and 　Training）を組織 し、教師教育と

教員養成の 調査を命 じた 。 イヴ ェ リ ン ・ロ ウ

初等学校 の 初代校長 （Elizabeth　Aggett）を含む

7 名 の 委員は 、『教師教育 とその 実際 （James

Rep θ r な Teaeher　Educati ・ 毋 ・ nd ・P ・ actice ）』

（1972 ） をまとめ 、 メ リ トク ラ シ
ー

と学問的

行為 を重視す る観点 か ら 、 教 員養成 と教 師

教 育を、個人 へ の
一

般教 育 、 就労前教 育 と

入 門研 修、そ して 現職 教 員研 修 （in−service

education ）と い う 3 つ の サ イ ク ル で捉 える枠

組み を提言 した。そ の 報告 を受 け、活動中心

の 授業ア プ ロ
ー

チ に よるナ ッ フ ィ
ール ド数学

プ ロ ジ ェ ク 1・や 、教師中心の 実験プ ロ ジ ェ ク

トが 活発 に展開され、ま さに、進歩主義教育

の 黄金期 と称 され る時代 が進行 して い っ た の

で ある 。

　 で は、新教育や 進歩 主義教育 の 歴 史的役割

や思想史的意味はどの ような点 にあ っ た の で

あろ うか 。 新教育か ら進歩主義教育 まで の 教

育言説 に見 られる鍵概念は、個性、白由、成
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長で あ り、そ れ らは時代 と状況に よっ て修正

を受けなが ら 、 第 二 次大戦後の 初等学校の カ

リキ ュ ラ ム 改革 とい うタペ ス トリーを潜 り抜

けて きた 。 その 歴史に共通す る テ ーマ は、権

威 主義 の 廃 止、教 室実践 の 代案 の 提 示 と実

験、自治、柔軟な時間割、創造的カ リ キ ュ ラ

ム な どで あ り、そ の よ うなテ
ー

マ に よ っ て 、

地方教育当局に影響を与え、勅任視学官や校

長の 教育思想を規定した。さらに教師の 最大

の 頁務 を 「子 ど も理解」に 置 き 、 子 ど も理 解

に基づ くカリキ ュ ラ ム 編成能力に よっ て 教師

の 自律性 を担保 し、またその こ とに よっ て教

師の 専門性の 強化 を図 っ た。そ して 、学校 を

基盤 とした教員養成 、 さ らに教員養成機関と

学校教師の 連携 の 強化が 図 られ 、こ の 状況が

教師の 大学院進学 に相乗効果 をもた ら したの

で ある 。 それ ゆ え、こ の よ うな新教 育や 進歩

主義教育の 歴史事象は 、 教師の 自律性 だ けで

な く、教員養成の 自律性 をももた らした の で

あ る。

　 しか しなが ら、画一性 を避 けた教育方法は

教職 の 多義性を顕 在化 させ 、教 職 は 複雑 に

な っ て い っ た 。 こ うした状況下 、 政府 は カ リ

キ ュ ラ ム とい う 「秘密 の 花園」へ の 介入 を図

る こ とにな る。逆説的に も、そ の 口火を きっ

た の は 、 労働党首相 ・キ ャ ラバ ン の ラ ス キ ン

演説 （1976年）で あ っ た 。 こ の 演説に よ っ て 、

「教育大論争」を生み 、やが て 1988年に はナ

シ ョ ナル ・カ リキ ュ ラ ム が成立 した 。 それは

国庫補助開始か ら 150年の 時 を経た大改革で

あ っ た 。

　 こ れ に対 し、 労働党員で 社会学者の か の ヤ

ン グ は、「組織 立て られ た知識」 と して の カ

リキ ュ ラ ム に は社会的権力が ある と し、未来

に向けた カ リキ ュ ラ ム は 、 未来志向性 、 学問

的統合性 、 知的生産性 、 解放性、国家介入へ

の 禁欲性の 構成要素を視野に入れ て構想 され
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ねば な らな い
、 と言明 した

C4S）
。 彼 の 批判 の

鉾 先 は民衆教 育 へ の 国家介 入 に 向け られ た

が、政府 は教育 と市場 を関連づ けた教育雇用

省 を設立 （1995） し、答 申 『学校 の 卓越性』

（1997）に よ っ て 介入 の 度を強め た の で ある 。

こ うして 、 民衆教育は政 治家と官僚の 思惑と

手中に収 まっ て い っ た
（”9）

。 そ れ は、高邁な

理論や見識 に基づ い た 方向性とい うよ りは む

しろ 、 マ ス コ ミに左右 された複雑で気 ま ぐれ

な世論 に政府が 動か され た結果 で あ り、 「影

響力の ある個人が社会 ・政治 ・経済の 一般 的

変化 の 過程 と複雑 に相 互作用 した結果」
〔so〕

で

あ っ た 。 そ れ ゆ え、教育改革や教員養成改革

の 見通 しを描 くこ と も難 しい 状況 にな っ た の

で ある 。

　こ の よ うに して 、イギ リス の 社会は 、教 師

の 専門知識 に従お うとして い た社会か ら教 師

が大衆の絶え間ない 監視に従う社会へ と変容

し、また、多種多様 な要望 を出す一般庶民 や

マ ス コ ミ に左右 された政府 の 教育介入が当た

り前の 社会に な っ た の で ある 。 さ らに また 、

「自由」を標榜 する進歩主義教育は、過激な

右翼の レ トリ ッ ク と して も利用 され 、 それ は

「教育の 自由」を標榜す る 教職内部か ら も出

て きたの で ある
（51）

。 歴史の 必然 の 様 相 と複

雑 さが、まさに こ こ に現 れて い る 。

お わ りに　　 日本の 教 員養成 と教育 思想

史研究へ の 教訓

　以上 、 18世紀末か ら 20 世紀末 まで に展 開

された イギ リス の 進歩的な教育思想 と教師像

の 変遷 を描出し、教育行為が宗派の 手か ら政

治の 手に移 っ た過程 に内在する、教 師像や教

職の 思想史的な意味を析出して きた 。 政治 と

国民教育の 思想の 絡 ま りの様相 は
一

義的で は

な く、多義的で あ り、そ の 史的解釈 も単一で

Forum 硼 Modern 　Education 　No ．2320 ／4

は な い
。 と は い え 、 近代化 を最 も早 く達成

したイギ リス の 教育思想や教員養成の 思想に

は、統治 と支配と の 格闘の歴 史があ り、 それ

ゆ え、美辞麗句 を用 い て教 師の 専 門性 を定義

づ け よ うとする 日本の 教員養成論 に多 くの 示

唆を与える こ とが で きる 。 顧 み る ならば 、 教

育思想 史学会が 掲げたテ
ー

マ に は、教員養成

を含む近代教育の シス テ ム と思想の 再定義が

含 まれて い た 。 こ の 点 に関 して 、 イギ リス の

教員養成 の歴 史は い か なる教 訓を もた らす こ

とがで きる の で あろ うか 。

　 こ こ で 強調 して お きた い の は、初等学校教

師に よる ポ リテ ィ ク ス へ の アブ ロ
ー

チ の 重要

性 に つ い てで ある 。 なぜ な ら 、 「学校組織 の

要求 、 カ リキ ュ ラ ム の 複雑 さ 、 授業案を練る

こ と、同僚 と計画的に や っ て い くこ と、評価

と記録 の管理、保護者との面談や 学校理事と

の 会議 の準備 は、全 て即座 に処理 す る こ と

が 求め られ る務め 」で あ るに もか か わ らず、

「統治 と支配 の 巨大 な上部構造か ら、個 々 の

親、保護者、家族の 子 ど もたちへ の 進歩の 期

待に至 る まで、初等教育にお ける教授 の 文脈

は、本質的 に 政治的」で あ り、 「学校 に 資金

を与えて 支配 し、初等教育の 教 師たちが その

範 囲内で働 く限界を定め 、 彼 らの役割 を定め

る の は 、 教室 の 向 こ う側に ある世界」 だか ら

で ある
c52）

。

　こ の 複雑 な構造が 示唆 して い る の は、学校

の 教師を束ね、教育活動を主導する校長 の 声

の 反映 しづ らさ へ の 着目で あろ う。 そ れ ゆ

え 、 まず もっ て 、 教師に は 、 自らの 仕事を方

向づ ける政治が どの よ うに変動 して い るか を

見極め る能力が 必要 になる 。 その 意味で 、 教

育政策に翻弄 され て きた イヴェ リン ・
ロ ウ初

等学校第三代校 長の メ ッ セ ージ は興味深 い 。

彼 は次の よ うに 日本の 教師志望者 に語 りか け

て い る 。
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私た ちの 未来は 、 教育課程や私た ち全て の

知性が 、 各 々 の 生徒や全て の 生徒 を最大限

に まで 発達 させ る こ と を可能にする学習へ

の ア プ ロ
ー

チ を統制する 校長や 教 職員に

委ね られ て い ます。だか ら全 て の 学校は、

個 々 の 事情や個 々 の 強みや難点がある と し

て も、独 自の 答 えを見 つ け、前述 した こ と

が実現す る ような方策 を展開せ ねば ならな

い の で す 。 若 い 教 育者 と して の あ なた方

は 、 全て の 生徒が で きる限 りの こ とを成 し

遂 げ、で きる だけ良い 人にな ろ うとする こ

とを確実にする傍観者に も参加者に もな り

うる の で す 。 私 はあなた方に 、 自分 の 責任

を真剣に考 え、 で きるだけ完全か つ 聡明 に

教職 に従事する こ とを強 く勧 め たい と思 い

ます 。 官僚や政治家が あなた に こ うすべ き

だ と言うの を待 ち望ん だ り、こ の 人たちが

2L 世紀の教 育の 重要な問題 に対する何 ら

か の 答えをもっ て い る と期待 した りは しな

い で くだ さ い 。私 はみ なさんが教職 にお い

て、革新的な教育目的、教育目標、教育方

針 、 教育実践 を形 にする こ とに対 して 積極

的な参加者 となる こ とを期待 して い る の で

す 。

（53）

　彼 は教育政策を政治家の み に委ねる こ との

問題点 を指摘 し、 教師が専門性 を発揮す る こ

と こ そが教育の 本来の 在 り方で ある 、 と主張

して い るの である 。 い うまで もな く、教師の

自律性と専門性は、政治が学校教育に過度に

介入す る こ とを抑制 し、 国家組織、教育委員

会、学校そ れぞ れが パ ー トナ
ー

シ ッ プ と責任

を もっ て 教育す る形 を もた らす。そ れ ゆ え、

教員養成 ・教師教育 を
一

体的に推進 する とい

う日本の 方針 は 、 国内外 を問わず、教員養成

を担 う大学 と教師集団の 連携 ・協力を前提に

して い る の で あ り、その こ とは 、 同時に 、 日
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本の 教員養成 ・教師教育思想史 とポ リテ ィ ク

ス との 関係 に つ い て の 詳細な解明 と再定義 を

不可避 とする の で ある 。

　保守党 と自由党の 連合政権に なっ て もなお

イ ギ リ ス の 教育界を席巻 し て い る の は、「最

もよ い カ リキ ュ ラ ム は学校 で つ くられ る 」、

「教 師 自身が シ ス テ ム を デ ザ イ ンす る 自由

を もっ て い る」 と い う進歩的 な考 え方で あ

る
〔54〕

。 こ の 思想 は、教 師の 自律性 や 専門性

を確実に しよ うとして きた イギ リス の 教員養

成の 長 い 歴 史に 由来する 。 ただ し、教師の 専

門性を何に よ っ て い か に確か な もの にするか

もまた 、 ポ リ テ ィ ク ス に 関わ る事柄 なの で あ

る 。
い うまで もな く、 ポリテ ィ ク ス には学校

の 動 きを監視する マ ス コ ミや 政治家や官僚 の

意見を取 り込む働 きが あるか らで あ る 。 した

が っ て 、改革動向を左右する 多種多様な世論

や ニ ーズか らの抽出ス キ
ーム に関する思想 の

検討が 不可 欠 にな っ て くる 。 教師や 教員養成

の 自律 性 は、教育 の 公 共性 、平等性、世俗

性、正統性 と い っ た教 育学的視 点だ けで な

く、 レ トリ ッ ク を有するポ リテ ィ クス に も左

右 され るた め 、 こ れ らの 検討 は喫緊の 課題 と

捉 える こ とが で きよ う。 これ らの 課題へ の ア

プ ロ ーチ を他 日に期 しつ つ
、 本稿 をひ と まず

終 える こ とに した い
。

注

（1）http：〃www ．mext ．ge ．jp！componentfb −1nenu 〆shingi〆

　 toushint　icsFiles！afieldfile 〆2012fO8 〆30／！325094　1．

　pdf，（Accessed　Qn　3　rd　March　2013）

（2）1944 年教育法発布 以 降の 初等段階の 教育 に つ い

　て は 初等教育 （primary　educatlon ）、そ れ 以 前の 教

　育に つ い て は 基 礎教育 （elementary 　cducation ） と表

　記す る 。 また、
‘
master

’
，
‘
lnistress

°
，
‘
teacher

’
につ い て

　 も教員 と教師 とい う訳が 可能で ある が、本稿 で は

　法制度の 文脈 で は 教員、それ 以 外 の 文脈で は 教師
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　とい う表現 を用い る 。

（3＞モ ニ トリ ア ル ・シ ス テ ム を批 判 した サ ラ ・トリ

　マ
ー

に つ い て の 研究 に は 次 の もの が ある 。 岩下 誠

　「モ ニ トリア ル ・シス テ ム の 条件と限界
一

サ ラ ・

　 トリマ ー
の 教 育 思 想 と教 育 実 践 を 通 じて 」 『教 育 学

　研究』第 73巻第 1号 ，
2006，27−37．

（4） ウ ィ ル ダ ス ピ ン の 学校 に つ い て は次 を 参照。拙

　稿 「歴 史 と教育」、宮野 安治 ・山崎洋子
・
菱刈晃夫

　『講義　教育原論
一 人 間 ・歴 史 ・道 徳』成 文堂，

2011，95・101．なお 、 図 1〜3は、 本書からの 転用

　で あ る 。

（5）セ ク シ ョ ン 3 の 「ト レ
ー

ニ ン グ ・シ ス テ ム の 顕

著 な特徴」 に 収録 され て い る 第 17章 「学校 の 諸 前

　提 　 　ギ ャ ラ リ
ー、プ レ イグ ラ ウ ン ド」の 1つ の

　項 に 「プ レ イ グ ラ ウ ン ド、屋根 の ない 教場」があ

　る。ち な み に 、本 書刊 行年の 1836 年 は、ス トウ が

　ケ イ＝シ ャ トル ワース の 支援 を得 て、グ ラス ゴ ー

　教育協会を教員養成 カ レ ッ ジに発展 させ る こ とに

　成 功 した年で あ る 。

（6）拙 稿 「遊 び 場 ・屋 根 の な い 教 場 一
デ ィ ヴ ィ ッ

　 ド・ス トウ 著 『トレ
ー

ニ ン グ ・
シ ス テ ム 』よ り

一 」

　武庫川女子大学大学院 『教育学研 究論集』Vol．7，

　2012，131−138．

（7） こ の 法律で は、イ ン グ ラ ン ドと ウ ェ
ール ズ の 「庶

　民階級の 子 ど もを教育す る た め の 校舎建築用 と し

　て、民間団体 の 基金 を助成する 目的で 2 万ポ ン ド

　を越えな い 金額 を国庫から支出す る」 とい う決定

　が な され た。

（8）松 井
一

麿 『イ ギ リス 国民 教 育 に 関 わ る 国 家 関与

　の 構造』東北 大学出版会，2008 ，283 ．

〔9）Aldrich，　R ．　Lessons．from　History’ofEducation ，

　Routledge，2006，198．な お、2012年 と 比 較 し て 当

　時 の 貨 幣 価 値 を 計 算 す る と、10ポ ン ドは 約 1，000

　ポ ン ドと なる 。 See　Historical　UK 　Inflation　And 　Price

　Cenversion，

　http：／！safalra ．corn ／othcr 〆historical−uk −infiation−price−cen

　versionX ＃usingThePriceConversionWidgetOnYourOwn

Forum 　on 　Modern 　Education 　No ．232014

　Website　（Accessed　1
．HL
　Sep．2013）

（10）教育実習 は 、 3 年制 の 学士 課程 で は 120 日、4

　年制 で は 160 口、学 上 課程卒業後 の PGCE コ ー
ス

　の 初等教員課程 で は 900 間、中等教員課程 で は

　120 日 と、実習 日数が 定め ら れ て い る 。 藤井泰 「世

　界の 教育事情」 週 間教 育資料，No ．1271 （2013 年

　10月 28　【【号），23．

（ll）出 来高払 い 制は、実際に は 1897年まで 続い た。

〔12） マ シ ュ
ー・ア

ー
ノ ル ド，小 林 虎 五 郎 訳 『再 改

　訂法典
一

出来高払 い 制批判　　』東洋館出版社，

　20001，45．

（13）大田 直子 『イギ リス 教育行政制度成立 史』東京

　大 学 出 版 会 ，1gg2，161．

（14） オ ル ドリッ チ
， 前掲書 ，

169，

（15）松塚 俊 三 『歴 史 の なか の 教 師』 山川 出版社．

　 2001 ，262 、

（16）P．　S・a・by，　Th・　T・ai ・ing　・f　T・achers 　in　Cambridge

　University，　The　First　Sixりy　Years　1879−1939，　Cambridge

　University　Department　of 　Education，1982，L

（17）滝内大三 『イ ン グ ラ ン ド女子 教育史』法律文化

　室±，1994，383−384．

（18） ヒ ュ
ーズ は、イギ リス 政 府の 要請を受け、1901

　年 に 日本 を訪 問 し、安井て つ と と も に全 国各地 で

　講 演 を して い る。 ヒ ュ
ーズ の 日 本 滞 在 時 の 活 動

　に つ い て は 次 を 参照。大 野 延 胤 「E．P．　Hugbes　in

　Japan（1901−1902）」学習院大 学文学部 『研究年報』

　第 16号，1990，321−346．

（19）後 に 東京女子大学学長 となる 安井 て つ もヒ ュ
ー

　ズ の もと で 学 ん だ 。 安井は カ
ー

デ ィ フ 大学の 社会

　哲学者の J ・S ・マ ッ ケ ン ジー
の 指導も受けて い る 。

　ちなみ に、彼 の 妻 の ミ リセ ン ト・マ ッ ケ ン ジー
は、

　「教育の 新 理 想」の メ ン バ ー
で あ り、また シ ュ タ イ

　ナー教 育 を イギ リス に紹介 した教 育 学 者 で あ る。

（20）T ．H ，　Simms ，　Homerton 　Co〃 ege 　1695 −1978 ，

　Trustees　ofHomer ［on 　College，1979，47．

（21）松塚，前掲書，261．

（22） オ ル ドリ ッ チ ，前掲書，178．
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（23 ）See　W ．　H ．　G ．　Armytagc，　Heavens 　Belo ”” （・Ftopian

　Experiments　in　England 　1560−1960，　R．outledge 　and

Kegan　PauL　1961．

（24｝拙稿 「J．J．フ ィ ン ドレ イ の カ リ キ ュ ラ ム 論」

　「武 庫 川 女 子 大 学紀要 （人 文 ・社 会科学）∫2007，

　21−30．

（25）大 田 ， 前掲書 ，
325，

（26）Board 　 of 　EducatiQn ，　Suggestions 　for　the

　Consideration　qf
’
Teachers．　HMSO ，1905．6．

（27）D ，ウ t 一ドル ，岩本俊郎訳 「イ ギ リス 民衆教

　育の 展開』協同出版社，1979．lll．

（28＞同書，U1 ，

（29）拙稿 「E．ホ ーム ズ の 「教育の 新 理想』 と して の

　「自己 実現』概念
一

（well −being＞ と （wholeness ＞

　の 探究 に もとつ い て 　　」教 育哲学会 「教 育哲学

　研究』第 81 号，92−IH ．

（30） E、G 、　 Holmes ，　In ⊆〜uest 　of
』
an 　Jdeai ，　 Richard

　Cobden−Sanderson
，
1920，67−68，

（31） See　H ．　Finlay−Johnson，　The　Dramatic　Metkod 　of

　Teaching，　Jaines　Nisbet＆ Co，，　Limited，　Lendon，1912，

　H ，Caldwell　Cook ，The　1）la．v 恥 y3　An 　Essa ア in

　Educational　Method ，　London 　Wi ］liam　Heinemann ，

　1917 ．Norman 　Macmunn
，
　The　Childk1）ath　to　Freedvm

，

　J、Curw −en ＆ Sons　Ltd．，　London ，1926 ．

（32）拙 稿 「イ ギ リス 新教 育 運 動 の 諸思 潮 と ネ ッ ト

　ワーク 」世界新教育連盟 「教育新世界』第 48 号，

　200  ，20．

（33）拙稿 「教 員 養成 とイ ギ リ ス 新教育運動」『新教

　育運 動期 に お け る 「教職 の 専門分化」 と 「教育学

　の 制 度化」に 関す る 比較 史 的研 究』 平 成 14年 度 〜

　平成 16年度科学研究費補助金 （基 盤研究 （C ））報

　告書，2005 ，59 ．

（34）拙稿 「ベ ア ト リ ス
・

エ ン ソ ア の 「新学校」構

　想 　 　 ユ ー ト ピ ア 小 説
’‘
Schoels　of 　TQ−morrow

”

　（1925）に み る学校改革
一

」「鳴門教育大学研究

　紀 要 （教 育科学編 ）』第 17巻，2002，159 −167 ，The

　Emergence　ofNew 　FQrms　ofKnowledge 　in　Progressive
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　Education；the　Concept　of　Creativity　in　the　Frensham

　Heights　School（1925−）『鳴 門教 育大学研 究紀要 （教

　育科学編）」第 21巻，2006，ユ40−150．

（35｝See　K ，　J，　Brehony，　A　new 　education 　for　a　new

　 era ：the　c〔〕ntribution 　 of 　the　conferences 　of 　the　New

　Education　Fcllowship　to　the　discip】inary　fleld　 of

　education 　l　921− 1938，Paedagogica 　Historica，　VoL　40，

　Issue　5＿6，2004 ，733 −755 ．

（36＞　See　P．　Clmningham ，　Curricutum　change 　in　the

／
刀 伽

明
壇 ご加 01since ／945 ’dissemination　 6ゾ伽

ps
’
ogre ．ssive 　ideal，　Fa［mcr ，1988．See　also　R．　Lowe ，　The

　Death （〜／
’
Progressive　Education．’Hovv　Teachers　Lost

　Control　cij
’
thc．　ClaSSi’oom ，　Routledge，2007、

〔37）J．S、　Maclure，　Educationat　DOCZttnents，　England 　and

　險 ’8．〜 18／6−1968，Methuen，1969 ，189 −192、

（38）Board 　 of 　Education ，∫uggestions 　for　the

　Consideratiθ n 　of 　Teachers，　HMSO ，1931，9．

（39）拙稿 「イギ リス 新教 育運 動 にお け る 「試 験 」・「知

　能 テ ス ト」 を め ぐ る論 争 と ジ レ ン マ 」「武庫 川 女 予

　大 学紀 要 （人 文 ・社会科学）」 Vol．59，20H ，43−52，

（40）M ．Sadler、　Examinations，　in　The 　j＞ew 　Era ，　Jan．

　 1929，16．

（41）　lbid．
，
16−17 ，

（42）　Ibid、，17 ．

（43）拙稿 「イ ギ リ ス 新教育運動 の 拡大 と混 迷 」『武

　庫 川 女子大学紀 要 （人 文
・社 会 科学 ）』 Vol

，
59

，

　2011
，
53−62．

（44）DES ； Central　Advlsory　Council　for　Education，

　ChiJdren　and 　their　Primary　Schools （The　PIOivden

　Report），HMSO ，1967，187・188．

（45）　Ibid．，188 ．

（46）山 崎 洋 子 ・G 訂 yFoske 杭，「進歩主義教育 にお け

　る 「子 ど も 中 心 の 教 育 〔Child−Centred　Schooling）

　 の 理 論 と実 践 」 『鳴 門教 育 大 学研 究 紀 要 （教 育 科 学

　編）』第 18巻，2003，133−146．

（47）M ．F．　D ．　Young，　Progressive　Scheols　and 　the　State，

　in　Maurice 　Ash 　with 　Kenneth　Barnes，．．［et　al，］，　Mho
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Foru〃i　o〃 Modern　Educationハlo，232014

　are 　the　progressives　now ？
，
　Routledge＆ K 、　Paul，1969，

　 199−200．

（48）M ，F．　D ．　Young ，　The　Curriculum　of 　the　Future，

　Falmer 　Press，1998，180−181．（大田直子訳 『過去 の

　カ リキ ュ ラ ム ・未来 の カ リ キ ュ ラ ム
ー

学習 の 批

　判理 論 に向けて 　　』東京都立 大 学 出版 会，2002 ）

（49）オ ル ドリ ッ チ ，前掲 書，217−218

（50）P．Gordon 　and 　D ．　Lawton ，　Curriculum　Change

　 in　the　Nineteenth 　 and 　Twentieth 　Centuries ．　London ：

　Hodder　and 　Stoughton，1978，2 ．

（5D ロ イ ・ロ ウ、山崎洋子
・
添田晴雄監訳 「進歩主

　義教育の 終焉』知泉書館，2013 ，281 ．

（52）P．Cunningham ，　Politics　and 　the　Primat：y　Teacker，

　Routledge ，2011 ，1・

（S3）G ．　Foskett，　Leaders　of 　Leaming − The　Role　of 　the

Headteacher，（2012 年 2 月 29 日，武庫 川 女 子大学

　文学研 究科教育学専攻 セ ミ ナ ー
） 武 庫 川 女 子 大

　学文学研究科教育学専攻 「教育学研究論集』Vol．

　8，86＆ 91．なお 、 イギ リス と 日本の 進歩主 義教育

　に つ い て は 次 を参照 。 Yoko 　Yamasaki ，　Continuing

　the　cenversation ：British　and 　Japanese　progressivism，

　History　ofEducation 　Society　UK
，
　Histoリノ　ofEdueation

，

　Vol．42，No ．3，Routledge，2013 ，
335・349．

（54）The　Guardian，　Friday　29　March　2013　http：ttwww ．

　guardian．co ．uk ！cemmentisfree12013 〆mar ！29tmichael−

　gove−teachers （Accessed　17Aug ．2013）

※ 本稿 は、「イギ リス 新教育に おける ポ リテ ィ ク ス と

　『劇化法 ・評価法』に 関す る教育思想史的研究」（平

　成 25〜27年度科 学 研 究費補助金、基盤研究 （C ）、

　代表
・
山崎洋子） の 研究成果 の

一
部で ある 。
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